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Dr. Gan はアルツハイマー病（AD）や前頭側頭型認知症（FTD）などの神経変性疾

患における自然免疫とプロテオスタシスについて研究しています。これまで AD におけるエンドリ

ソソーマル機能の異常と Aβの分解系の関係や、FTD における異常なアセチル化とタウの分

解・毒性との関連を報告しています。また、最近では、TREM2 や cGAS－STING 経路など

の自然免疫システムの異常が神経変性疾患の進行にどのようにつながるかを明らかにするな

ど、老化や病気におけるミクログリアの病的機能について、世界的に著名な研究者です。今

回、ご来日の際に最新の研究成果を伺う機会を設けました。大学院生だけでなく、PI・若手

研究者の方々の多数のご参集をお待ちしております。 
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